
災a

人口 247，毛幼人

t宣車普 83，629t設事事

(平成 3年 7月 1日現在)

「
駅
前
大
通
り
や
市
問
中
遂
り
は
片
側
一
二
車
線
あ
る
の
で
、
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
付
け
て
、
一
部
数
車
場
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
「
私
の
家

は
四
人
家
康
な
の
で
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
一
か
同
け
に
一
手
間
間
程
度
使
い
ま
す
。
こ
れ
を
器
円
減
と
し

て
収
集
し
て
い
た
だ
け
な
い
セ
し
よ
う
か
」
な
ど
の
護
霊
が
、
広
時
日
手
段
で
あ
受
仏
総
パ
ト
ロ

ー
ル
や
市
民
へ
の
手
紙
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
F
縁
日
比
や
要
望
は
、
ど
な
た
で

も
お
持
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
昨
年
一
年
間
の
市
箆
の
声

を
紹
介
し
な
が
ら
広
総
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

が
七
十
七
件
で
一
番
多
く
、
続
い

て
ご
み
収
集
に
対
す
る
意
見
が
五

十
四
件
、
障
害
者
へ
の
福
祉
推
進

が
一
一
一
十
作
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
百
二
十
七
件
の
中
で
ミ
圧
倒

的
に
多
い
の
が
間
用
水
路
の
改
修
や

韓
民
滋
の
整
備
の
要
望
で
二
百
八
件

と
全
体
の
九
一
%
を
出
め
て
い
ま

す
。
商
噌
巧
撫
日
開
は
七
件
で
す
の

教
務
文
化
縁
地
機

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
の
設
霞
の
二
百
九
十
七
牛
士
鯵
(
U

七
十
八
件
で
全
体
の
七
"
一
%

イ

、

。

織

機

構

胤

嫡

捕

後

潔

油

機

一

に

つ

い

て

は

、

県

の

公

安

委

員

会

%

)

の

繍

に

な

っ

て

し

ま

す

と

、

少

な

し

数

千

に

な

っ

て

い

ま

や
位
攻
思
議
警
に
お
願
い
し
て
七
饗
還
の
内
欝
…
お
十
一
件
の
う
ち
、
カ
ー
ブ
す
。
中
毒
、
ち
び
っ
子
広
場
の

汚

か

ら

中

心

街

に

百

十

七

蒸

談

窓

ミ

ラ

!

の

設

置

や

違

法

駐

車

の

取

繋

備

や

公

民

銀

の

改

修

な

ど

の

婆

さ
れ
ま
し
た
。
牛
《
ハ
ッ
ク
に
つ
ご
意
田
川
や
受
盟
主
を
新
平
塚
市
総
り
絡
ま
り
な
ど
の
ホ
〈
最
安
全
対
策
望
が
自
立
ち
ま
す
。

い
て
は
、
回
汚
か
p
h

資
源
ご
み
と
合
計
麗
の
四
本
柱
に
そ
っ
て
紹
介

し

て

葉

暴

言

し

た

。

こ

の

し

ま

し

ょ

う

。

襲

撃

合

室

5
4
A
O

何
回
認

J

翁

沙

問

{

談

窓

明

者

雪

制

。

/

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
塑
滋
は
で

:

g

o

帽

場

1

j

e

d

d

一
都
機
織
峨
繍
鴇

き
る
も
の
か
ら
問
臨
時
吋
市
政
に
反
絞
(
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
市
長
が
尽
を
還
し
、
回
答
が
必
要

さ
れ
て
い
ま
す
。
三
百
八
ム
五
件
の
中
で
一
番
多
い
た
ご
窓
商
品
や
婆
望
が
、
実
際
に
な
も
の
に
は
、
手
紙
や
策
認
で
ご

声
談
と
蒙
る
か
っ
た
の
が
、
道
路
の
蓄
率
ど
う
対
応
忌
れ
て
い
る
か
み
て
み
毒
し
て
い
ま
す
。
芝
、
雪

袋
、
側
溝
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
の
ま
し
ょ
一
三
の
職
員
が
現
場
で
蓋
携
話
し
合
う

昨
年
一
年
間
で
は
、
六
百
七
十
生
活
道
路
の
整
備
で
、
百
五
件
一
…
提
出
さ
れ
た
一
千
百
件
の
う
な
ど
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
ス
ム

遇
、
一
千
百
件
の
ご
慈
昆
や
要
望
七
a

一
二
%
と
四
分
の
一
を

L

占
め
て
ち
、
回
答
が
必
要
な
六
百
六
十
二

l
ズ
に
加
弛
緩
し
て
い
ま
す
。

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

G

い
ま
す
。
次
記
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
件
に
対
し
て
は
、
市
長
名
で
回
答
要
望
に
よ
っ
て
は
、
検
討
中
の

み
な
さ
ん
の
土
間
帯
件
数
別
に
昆
す
る
相
官
墾
等
結
住
環
境
の
充
実
が
し
て
い
ま
す

0

時
間
り
の
四
百
三
十
も
の
や
二
課
に
ま
た
が
る
も
の
も

る
と
、
練
情
が
間
百
六
十
七
件
で
八
十
五
件
、
統
治
の
駐
輪
対
策
な
八
件
は
参
考
意
向
ん
と
し
て
担
当
議
あ
る
の
で
、
三
遇
措
間
以
よ
経
瓦
唱
す

一
番
多
く
昭
一
了
五
%
、
続
い
て
ど
の
交
通
の
獲
織
が
六
十
一
仲
、
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
削
と

一
般
広
聴
の
一
尋
問
一
一
一
十
六
件
(
一
二
緑
の
保
念
。
公
麹
の
整
備
な
ど
の
包
答
し
た
中
一
九
実
施
で
き
る
し
て
一
ニ
趨
関
以
内
に
ご
返
事
す
る

0
・
五
%
)
、
広
務
パ
ト
ロ
ー
ル
六
十
件
と
続
い
て
い
ま
す
。
も
の
と
で
き
な
い
も
の
を
分
け
て
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

」

務

勧

角

J

ノ
え
F

P

ム

;

み

る

と

二

実

施

で

き

る

」

、

と

何

必

ず

記

惑

を

蕗
藤
岡

h
Zア

と
同
協
答
し
た
も
の
は
一
一
百
二
十
中
ノ
件
v

4

1

6

R

全
体
の
三

me
一
%
を
占
め
て
い
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
鷺
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
ま
す
。

ζ
の
う
ち
一
年
以
内
に
で
れ
る
市
長
の
手
紙
や
投
畿
は
、
市

克
や
要
望
を
働
く
広
務
シ
ス
テ
ム
験
資
が
出
向
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
ざ
る
と
し
た
も
の
は
百
六
十
一
一
一
件
政
に
反
日
制
さ
れ
て
い
る
訳
で
す

は
、
大
別
す
る
と
、
一
般
広
勢
i

串
忠
商
凡
や
苦
情
を
閥
聞
く
制
度
で
一
す
。
で
↑
一
開
問
e

六
%
に
な
り
ま
す
。
が
、
せ
っ
か
く
寄
せ
ら
れ
た
援
雷

広
稼
パ
ト
ロ
ー
ル
、
際
情
の
一
一
一
つ
今
年
は
、
七
月
か
ら
十
月
末
ま
一
番
多
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
も
然
記
名
の
た
め
、
ご
返
事
で
き

に

分

か

れ

て

い

ま

す

。

で

の

m
聞
か
間
口
績
に
、
市
内
一
一
一
喜
市
放
の
参
考
査
と
し
て
お
聞
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
般
車
競
警
西
り
ま
す
(
日
程
は
一
一
一
面
を
し
て
お
く
も
の
で
、
二
百
八
十
一
必
ず
、
住
所
、
氏
名
を
引
受
し

奉
加
照
)
。
件
あ
り
全
体
の
回
二
。
四
%
を
い
口
て
く
だ
さ
い
。
無
記
名
の
方
に
多

一
般
広
務
は
、
市
内
の
各
公
民
輪
開
構
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
塚
の
い
の
は
、
繍
人
宝
石
地
人
へ

抽

出

な

ど

市

の

施

設

翻

十

六

か

所

に

将

来

に

つ

い

て

の

耳

遠

見

が

多

く

、

の

中

傷

で

す

0
8分
の
笠
一
日
や
主

霞
い
て
あ
る
「
市
長
へ
の
手
紙
」
関
体
や
自
治
会
な
ど
の
婆
鑓
を
い
ず
れ
は
市
政
に
反
日
映
さ
れ
る
こ
猿
に
資
径
を
持
つ
た
め
に
も
、
住

と
、
市
浅
か
ら
の
投
醤
、
市
r
登山
m

文
蓄
に
よ
っ
て
市
に
お
願
い
す
る
と
と
怒
い
ま
す
。
所
、
氏
名
は
必
す
記
入
し
て
く
だ

玄
関
ホ
3

ル
に
置
い
て
あ
る
「
ア
の
が
療
情
で
す
。
特
に
奪
式
は
決
あ
り
が
た
い
ご
意
高
見
で
す
が
、
さ
い
。

イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
〕
な
ど
が
あ
り
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
「
実
施
で
き
な
い
」
と
お
断
り
し

i
i
h
τ
i
o
I
l
o
-
-

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
由
民
の
み
な
さ
た
も
の
は
百
五
十
五
件
で
、
ニ
市
民
の
み
な
窓
ん
、
市
に
対
す

部
勝
パ
ト
む
;
ん
ん
の
ご
窓
見
や
一
単
一
望
は
、
い
ろ
い
一
二
台
%
あ
り
ま
し
た
。
る
ご
意
見
や
晴
討
議
が
あ
り
ま
し
た

ろ

な

手

段

で

十

市

役

併

に

持

ち

込

む

ら

お

気

毅

に

広

報

課

広

穂

係

(

市

内

広
藤
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
白
ご
ろ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
問
問
答
は
一
一
一
週
務
以
内
線
一
一
一
五
五
)
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

市

役

所

に

お

い

で

に

な

れ

な

い

方

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

内

容

は

、

す

べ

て

い

。
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市
部
氏
招
談
窓

n
i
一
一
一
一
内
線
一
一
丸
一
一
一

〈
〉
人
権
法
捧
相
談
{
8
月
却
日
(
火
)
、

9
丹
3
日
(
火
)
、

心
行
政
苦
情
相
経
{
日
時
S
M時

八
〉
一
叫
眠
法
樺
相
桜

9
丹
4
日
(
水
)
、
日
日
(
本
)

予
約
制
(
鑓
読
で
も
可
)
、
日
時
3
同
時

。
登
記
、
品
開
託
、
潤
盟
措
絞

9
月
日
日
(
金
)
、
日
時
S
同
時

〈
〉
一
離
市
民
相
殺
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

間
階
。
祝
日
@
第
2
命第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
欄
説

8
月
同
日
(
金
)
、
口
日
(
金
)
、
加
臼
(
金
)
、

9
月
6
臼
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、
9
時
3
日
時

〈
〉
定
例
年
金
総
鋭

9
月
日
臼

(iRA午
、
叩
時
1
日
時

〈
〉
下
輯
意
引
格
競

8
月
日
日
(
木
一
、
日
時
却
分
1
日
時

〈
〉
性
宅
相
談
(
新
築
補
持
な
ど
)
8
月
凶
日
(
火
)
、
日
時
S
同
時

。
発
明
帯
襲
特
許
相
談

9
月
9
日
(
月
)
、
叩
時
1
日
時

(2) 

A
H
・
a
-
九
月
一
泊
は
「
防
災
の
臼
」
。
市
で
は
、
今
年
も
「
妨
災
の
回
一
に
あ
わ
せ
て
総
合
:
す
守
山
い
時

9
月
1
日
(
日
)

ミノ寺

οみ
J
j
1
1
寺
5
ふ
J

t
-
-紡
災
訓
練
を
行
う
。
数
年
前
、
策
海
地
震
の
前
触
れ
か
と
騒
が
れ
た
伊
亙
の
群
発
地
震
咋

1
5
3ノ
フ

1
E
4
4ノ

マ
実
緑
区
域
照
子
地
区
全
域

官
町
一
は
混
在
鎮
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
様
市
を
今
含
め
た
東
海
地
鰻
強
化
地
域
で
は
引
き
続
:
令
官
マ
会
場
な
で
し
こ
小
学
校

官
e

き
監
視
体
制
を
続
け
て
い
る
。
天
災
は
お
れ
た
乙
ろ
に
や
っ
て
く
る
も
の
。
こ
の
機
会
。
官
マ
内
容

-
也
域
訓
練
初
期
消
火
、
火

官
i
に
訓
練
に
参
加
し
、

d
b明
子
で
は
な
く
か
紡
災
。
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
合
一

一
通
報
、
救
出
救
護
訓
練
な
ど

い
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
被
警
を
一
一
〉
実
施
区
域
市
内
全
域
一
晶
会
場
訓
練
援
療
救
護
、
応

最
小
娘
食
い
止
め
る
こ
と
に
な
一
…
〉
会
場
市
役
所
お
よ
び
お
地
域
一
手
当
、
電
力
純
設
復
旧
出
訓
練
な
ど

る

。

こ

の

機

会

に

訓

練

に

安

加

一

拠

点

墓

地

一

O
津
波
対
策
制
訓
練

し
、
防
災
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
一
守
町
内
向
指
情
報
伝
達
@
非
常
配
備
一
東
海
域
震
が
発
生
し
、
占

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
瞥
戒
塞
一
弓
広
報
な
ど
一
線
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
向

。
予
知
対
応
抽
出
訓
練
一
⑬
発
災
対
応
翠
叫
訓
練
一
て
訓
練
す
る
。

東
海
地
震
に
係
る
地
域
判
定
会
一
駿
河
湾
沖
を
縫
訴
と
す
る
東
海
一
マ
日
時

2
月
1
日
(
臼
)

が
招
黍
さ
れ
、
地
震
が
発
生
し
、
多
数
一
の
負
傷
者
…

9
時
お
分
1
m山分

や
家
間
血
の
倒
壊
、
電
気
、
ガ
ス
、
一
マ
実
施
民
域
撚
子
原
・

水
道
な
ど
が
被
害
を
受
け
、
さ
ら
一
地
区

に
各
所
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
一
マ
会
場
花
水
公
開
幽

を
相
r
tし
て
訓
練
す
る
。

鴎

行

?

間

同

〈

て
し
ニ

女児家扶養手当の現況績を

児童扶養手当と特別児童扶養手当を受けている方は、

毎年この時期に汚得現況属(統に郵送してある)を提出し

ていただくことになっている。この手続き悲しないと 8

月分以陣の手当が受げられなくなるので、ごf主窓を。

・提出期限 9月四日(火)

-提出場所児童;諜児童保

なお、次に該当されている方は手当を受けることがで

きる。ただし、所得制限があるので、児童書架児章探(内

綿 216) にお尋ねを。

空競技華童手当〕

-対象 18歳(中度以上の障害がある場合は20麓 ) 米 満

のVL#量を扶養している母子家庭の母、または母に代わっ

て扶養している1J。ただし、公的年金を受けられる場合

は酷く

宮支給額 Vl~主主 l 人の場合は月額:17.000円、 2人の場合

は42，000円、 3人目以降は 1人につき2，OOOf弓を加算

{特別児童量扶養手当]

野対象 精神または身体に中度以 lsコ障省のある20歳未

満の児童主を扶養している父母、または父母に代わって扶

養している方

a 支給事貴 重度障害児は汚 tl'i44割問円、中度障害児は

29，930f弓
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〈
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手
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令
官
世
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月
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日
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者
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週
月
1
金
曜
日
、

9
時
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分
jI3
日時

(
土
曜
日
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立
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
縄
人
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毎
月
第
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大
t

曜
日
、
日
時
5
河川時



(3) 平成3若手お舟守 58

主主体みは普段と異なり、子供たちの行動範沼や交友関

保が一段と広がり、これまで経験した事もない刺激や態

響を受けやすく、ちょっとしたきっかげで今まで克られ

なかった問題行動を起こすことがよくある。

特に、夏休みの後半から 2学賂にかりでその傾向がよ

く見られるので、次のような行動をとる子供は Vド行の

蔀信号。として注意していただきたい。

また、棺談されるときは沼るべく早い時期に、背少年

棺談室(市民センター 2踏・電 話34ー7311) へ。

{非行の注意僑童書1 ①成繍が急に慈くなる ②うそが

多くなる ③言葉遣いが悪くなる ④草壁任をf也に押しつ

げる③高締な持ち物が多くなる ⑤お金を欲しがる

⑦見知らぬ友人が寝われる ③服装が派手になる ③家

族との会話が少なくなる ⑬探夜の外出が多くなる

E広報ひらつか

lOJ害時間〈こた〉
午後 1時四分照演

第 481器

資源ごみの出しブぎについて

ぴんとかんについては、資掠ごみの収集?引ヱ各々

の容器に升けて出していただいているが、特にびん

については横にし、容器の赤いラインまでとし、ラ

インを超したら新しい容器を使っていただきたい。

入れ過ぎると道路にこぼれ散乱することもあり、作

業を遅らせるばかりか、通行の紡げにもなる。

なお、設が多く容器が足りないときは、壊境歯生

業務談業務保(内組530) にご連絡を。

。E併せ、大持、横向、域島、重量酒、金正E、関輔、宮

沢、土重量、金窮地在互のみなさんへ

主言己の地尽は資調ごみと燃せないごみを!可じ日に

収集しているが、燃せないごみをびんやかんの容器

に入れないように。燃せないごみは束ねるか、袋に

入れて出していただきたい。ご協力を。

ころ 中央公民館ホール
講義草作家 意書野綾子さん

，申し込み はがきに住所、氏名、電話番号

を記入し、 f乎 254平場市追分 1-20中央公

民館jへ
'問い合わせ 中央公民主宮電話34--2111 
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111チーム時代表で選手質事曹をした下際議樹くん(千

石湾岸)と七戸辛子さん(山下)
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す
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大
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わたしたちのまち線本王子主撃の身近な震基霊をや緩光行撃の主主食作品を事事主義

ぎ害 時月27ヨ〈努}

ニろ 広炉心鞠J友鮪

iQ;i怒j姦(J)葬祭
・封書長 袋物、ネクタイ、レザークラフト、陶

器、アクセサジ一等の手造り品や不用品

e申し込み 9月までに参加料2，000円 (1

庖錆)を添えて下記へ

。宿主主i段差薬パレ-f<担主襲名事事事長
ー対象会社、学校、家族等どなたでも

・申し込み 9月 10日までに下記へ

事差fす 市民市実行委員会(青年会議所内)

松風町 2 10 電 話21--6474

会主な景勝地 平塚八王量(沼南平、湖南潮

来、平揮砂丘夕映え、講の前島神社、八

幡山公盟、霧蜂りの潟、金芭)11と畿管室主、

"t:;国峠)等

￥r主な行事七夕まつり、花火 大 会 等

@対象中学生以下

・送り先 苧254 平車市浅間町 9~1

平嘩市観光協会

‘締め切り 10月 3臼(木〕

号応募ょのJ主主薫 a;作品の喜藍面に住所、氏

名{ふりがな入学校名、学年、電話番号

を記入する。②クレヨン、クレパス、水

彩、油絵、版麗などなんでもよい。③サ

イズは 4ツ切り以上{版画は 7以上〉
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合
公
園
軍
事
務
所
で
は
、
一
①
ア
イ
一
ア
ア
の
如
実
は
自
由
一
内
)
ま
で
一
務
係
(
内
線
五
一
二

O)

一

亨

入

場

料

金

指

定

席

一

一

千

五

百

一

重

著

書

に

お

集

ま

り

を

。

詞
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
総
合
公
園
一
け
け

1
j
j
i
l
i
-
-
-
j
i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
j

…
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
綴
書
留
で
一
マ
是

9
5甲山河
4
日
一
円
、
一
憲
二
千
円
、
?
高
校
亨
雪

8
5日
(
日
)
降
水

j

h
計
約
肝
心
U
K
M
一

撃

欝

畿

繍

翻

摸

m
j
g力
、

ダ

一

子

れ

ゾ

一

日

訂

持

訪

れ

一

寸

時

金

F
H
1口

時
一
日
均
一
千
内
(
小
学
生
以
下
は
一
弓
認
す
合
は
お
E

J

き

は

、

民

謡

歌

手

富

加

第

一

鱗

鱗

鱗

鱗

欝

欝

郡

一

を

開

く

。

長

涜

を

。

五

分

一

7
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
前
午

仁

江

、

芳

村

哲

男

が

ゲ

ス

ト

孝

一

錦

繍

議

丸

一

三

気

分

は

ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

j

一
家
2
雲

ア

ロ

ピ

ク

ス

重

一

マ

会

場

受

同

体

育

専

!

こ

プ

ロ

野

球

ジ

ュ

一

前

8
待

望

関

る

ほ

か

、

普

な

つ

か

し

い

草

空

機

響

額

鱒

hML一
一

マ

日

程

9
月

5
?背
3
1
7
{蚕
再

に

お

住

ま

い

か

お

一

一

一

ア

選

手

権

を

一

マ

コ

ー

ス

平

塚

絞

露

軍

部

色

彩

り

を

添

見

て

く

れ

る

。

一

麟

欝

麟

撃

「

水

辺

EE--ァ
l

…
ア
イ
デ
ア
量
う
の
が
員
主
一
の
草
木
曜
日
、
全
5
回

一

勤

め

の

芸

人

言

順

)

一

一

員

長

長

平

み
ど
り
に
匁
ま
れ
た
総
合
公
開
回
一
議
鱗
鱗
欝
鱗
畿

P
¥ム
マ
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
!
シ
一
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
J

カ
タ
ば
か

7
時
間
午
前
問
時
S
U時
一
一
マ
内
容
水
中
で
の
エ
ア
ロ
ピ
ク
。
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
一
塚
駅

同
む
に
、
お
友
達
、
長
族
お
揃
い
で
一
鱗
鰯
畿
麟
懇
議
欝
欝
ョ
ン
の
輸
を
広
げ
よ
う
と
、
抑
制
模
一
り
。
特
に
日
に
つ
い
た
の
が
、
ど
一
マ
会
場
受
口
体
育
館
第
i
体
育
一
ス
運
動
一
と
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
i
グ
の
各
優
勝
一
マ
用
意
す
る
物
弁
当
、
雲
、

信

お

出

掛

け

を

。

一

議

饗

議

議

二

:

イ

カ

ダ

下

り

が

行

わ

れ

た

。

一

ん

じ

り

を

行

く

交

通

安

全

協

会

の

一

室

…

マ

参

諮

問

千

円

一

子

会

対

戦

す

る

以

プ

ロ

野

球

一

交

通

費

一

千

二

一

百

円

間

同

マ

雪

8
月
幻
自
(
金
)
、

μ
一
議
鱗
騒
懇
懇
線
七
月
二
十
八
日
間
橋
か
ら
馬
亡
の
ん
び
り
警
告
玉
、
五
一
ヤ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
二
一
ア
ニ
ス
キ
ャ
ン
プ
撃
}
一
ジ
コ
一
一
ア
日
本
選
手
権
が
平
塚
球
す
問
い
合
わ
せ
先
量
産
育

訪

日

玉

、

百

(

臼

)

の

3
臼
一
長
欝
欝
議
欝
ぷ
ん
入
橋
ま
で
の
約
五
キ
ロ
れ
の
コ
ー
ス
一
十
六
歳
の
騒
ぎ
夫
婦
の
「
男
一
堂
妥
詩
人
(
先
着
燐
)
…
マ
是

9
2日
(
土
)
午
前
一
場
て
向
か
れ
る
。
ご
観
戦
を
。
一
館
内
体
育
諜
(
霊
智
一
一
一
三

島

問

一

難

麟

議

離

議

に

、

手

作

り

の

イ

カ

安

二

十

隻

が

一

と

女

の

ロ

I
&
ロ
l
号
」
で
、
川
一
マ
参
加
料
(
一
千
五
百
円
一

9
時
自
営
(
祝
)
午
後
7
時
一
マ
期
日

9
月
初
日
(
金
)
午
後
一
(
)
)

。0
・
待
問
午
後
6
守
、
J
9時
一
一
蹴
欝
議
議
饗
議
機
縁
幾
欝
参
加
し
た
。
間
開
会
式
の
あ
と
三
組
一
下
む
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ニ
ア
ク
ア
ピ
ク
ス
教
義
一

2
治
3
日

一

6
時

試

合

開

始

一

マ
会
場
総
合
公
圏
内
平
塚
の
は
一
;
イ
カ
ダ

T
V
:
;
;
に

分

か

れ

て

ス

タ

ー

ト

し

た

が

、

一

マ

会

場

静

岡

原

天

城

湯

ウ

島

町

…

マ

会

場

平

塚

透

明

…

パ

レ

i
大
会
の
絵
泉

一
(
宿
泊
。
ひ
ら
つ
か
議
室
す
入
場
料
金
鍾
露
宣
一
工
総
合
議
完
成
を
記
念
し
て
べ

惑

総

選

議

総

額

襲

撃

鯵

4

議

察

側

糊

一

1

翠

分

9
3持
一

マ

定

員

市

内

に

お

住

ま

い

、

ぉ

一

七

百

円

、

A
二
千
一
一
言
)
、
内
一
レ
l
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

騒

斡

麟

欄

明

轍

附

繍

鵠

揚

揚

域

諸

騒

時

調

欄

一

ヤ

会

場

中

央

公

民

館

ホ

i
ル

一

勤

め

ま

た

は

通

学

し

て

い

る

議

一

野

自

由

席

(

大

人

一

千

五

百

円

、

一

結

果

は

次

の

と

お

り

。

(

七

月

七

話
開
判
曜
時

U
F騨
長

壁

崩

一

マ

襲

撃

欽

一

氏

一

以

と

の

方

組

入

量

)

一

ト

人

七

百

円

)

、

外

野

白

出

席

一

守

総

合

体

育

館

・

参

加

二

一

一

十

回

観

麟

観

路

脚

限

糊

踊

撃

競

経

紘

一

Y
7
1
マ

欽

ち

ゃ

ん

の

テ

レ

ビ

一

言

料

一

一

万

五

千

同

一

〕

大

人

七

百

円

、

小

人

三

百

円

二

千

ム

)

務

務

貌

級

機

微

物

働

側

機

線

総

総

選

蕊

也

務

援

物

線

糊

一

て

き

、

人

の

育

て

方

一

マ

申

込

間

期

日

限

8
月
初
日
(
火
)
一
諜
小
人
は
5
歳
ら
中
学
生
了
優
勝
ひ
ら
つ
か
V
B
ク
ラ
ブ

事

事

伊

達

矢

重

喜

F

一

希

望

さ

れ

る

方

は

、

は

が

き

に

一

撃

し

ま

(

テ

ニ

ス

キ

ャ

ン

プ

…

マ

前

売

券

8
2日
(
金
)
か
ら
一

A

警
の
輩
、
神
奈
川
中
央

官&見
Z
間

中

央

強

震

鎗

て

一

語

、

氏

名

、

裏

番

号

を

記

入

一

は

往

復

は

が

き

に

住

所

、

氏

名

、

一

発

売

(

窓

口

語

管

理

事

務

所

一

議

O
G
(女
子
の
部
)

一
し
て
「
一

Tm平
塚
市
浅
間
同
町
9
1

一
年
齢
、
電
話
番
号
、
自
分
の
レ
ベ
一

〆jh
一
齢
務
総
磁
鶴
二
者
レ
一
一
組
を
通
し
て
、
新
人
を
人
気
者
に
一

1

平

塚

市

広

報

諌

講

演

会

係

」

一

ル

を

記

入

)

は

、

見

附

台

体

育

館

一

h
…

一

輪

麟

麟

忠

一

J

一

育

て

て

い

っ

た

手

法

な

ど

を

、

楽

一

へ

お

申

し

込

み

を

。

直

接

広

報

課

一

内

平

塚

市

ス

ポ

ー

ツ

振

興

喜

一

〆

子

轟

轟

轟

た

躍

で

コ

一

し

く

話

し

て

い

た

だ

く

。

一

へ

電

話

(

お

二

二

内

線

一

一

一

一

(

干

矧

平

塚

市

見

附

町

お

1
・

議
謬
h

j氏
っ

一

称

竺

マ

日

時

日

日

芸

午

後

一

一

回

)

で

申

し

込

ん

で

も

よ

い

。

一

電

話

回

お

1
0
5一一)へ。

議〓プノ一
)
J
b

だ

成

愛

J

一

一

縦
タ
キ
f
n緩
媛
、
A~
一

明

結

の

と

一

、

議
λ

戸

w

得

一

女

神

を

ゾ

二

、

次

ぷ

:

戸

川

毅

議

劇

号

三

一

五

機

VK際
総

本

横

目

H
ス

一

討

ず

打

議

:

&

験

競

繍

た

軽

判

明

こ

す

綴
織
議
終
議
議
簸
緩
嬢
醐
華
年
ン

Y
パ一

畿
議
機
緩
議
議
議
醐
醐
鵬
棚
引
コ
、
一
一

綴
緩
燦
燦
総
綴
緩
縁
組
緩
和
と
り
ス
一

:
匂
己
綴
綴
〆
綴
醐
醐
昭
氏
な
の
一

J

J

〆

瀦

磯

部

と

ピ

一

市
広
報
課
で
は
、
司
力
株
一
講
師
は
、
テ
レ
ど
で
お
な
じ
み
一

室
料
社
平
塚
営
業
所
と
共
催
で
、
一
の
萩
本
欽
…
さ
ん
。
演
題
は
「
欽
一

市
民
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
一
ち
ゃ
ん
の
テ
レ
ビ
て
き
、
人
の
脊
一

な

っ

た

。

一

て

方

」

で

、

欽

ち

ゃ

ん

自

ら

が

演

一

市
民
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
一
出
・
構
成
し
た
「
欽
ち
ゃ
ん
の
ド
ン
一

せ
の
う
え
お
出
掛
け
を
。
「
卓
っ
て
み
よ
う
f
」
な
ど
の
番
一

丘三毒事量てF第 48守号号(5) 

広
報
ひ
ら
つ
か
に
掲
載
(
招
和
そ
う
な
話
、
怖
い
話
な
ど
、
一
ト

ム
ハ
十
一
一
年
寸
一
一
月
1
平
成
一
冗
年
九
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
著
者

月
)
し
た
「
平
塚
の
民
謡
音
ば
な
は
今
泉
義
康
美
術
館
担
当
参
事

し
」
が
「
む
か
し
は
な
し
続
平
塚
で
‘
挿
絵
は
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

も
の
が
た
り
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
画
家
小
牧
宗
大
氏
(
広
報
紙
羽
コ
マ

た

ー

ま

ん

が

執

筆

中

)

が

筆

を

執

っ

た

。

こ
の
本
は
昭
和
五
十
五
年
に
刊

B
5
判
変
形
サ
イ
ズ
、
百
一
二
ト

行
さ
れ
た
「
む
か
し
ば
な
し
平
塚
五
ペ
ー
ジ
で
定
価
は
一
千
五
百

も
の
が
た
り
」
の
続
編
と
し
て
編
円
。
市
内
の
審
問
で
販
売
さ
れ
て

集
さ
れ
た
も
の
で
、
普
か
ら
市
内
い
る
。

に
伝
わ
る
不
自
暴
な
話
、
か
わ
い

傾
問

。
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
有
料
)

R
8
月
訪
日
(
木
)
叩
崎
将
大
洋
対
医
人

・
8
月
m
B
(木
)
日
出
時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

・
8
月
幻
自
(
金
)
叶
同
時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

-
9
R
3
B
(火
)
同
時
大
洋
対
住
人

陶

9
月
6
日
(
金
)
日
時
大
洋
対
西
武

・
9
月
7
B
(
土
)
同
時
大
洋
対
西
武

諜
入
場
料
は
大
人
八
百
円
、
小
人
三
百
円

。
そ
の
外
の
試
合
(
無
料
)

-
9
月
1
臼
(
臼
)
印
時
新
開
聞
東
大
学
秋
季
リ
ー
グ
戦

・
9
月
8
5
(呂
)
9時
市
総
体
軟
式
野
球
の
部

とき 8 2413 
Jiì~対台公E惑とF有主主センタ-]i号辺
耳寺鶴i正午後告書寺から告書寺まで

野菜、果物、菓子、手造り品、地

酒の販売

※雨天の場合は、翌 fヨの朝 7 時~10時

まで、青果の朝市を開く

担当 地域づくり課市民生活係

05主的治体害事館(電話31--3057)

・開放鵠沼 卓球、ハドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球 (~16母子〉、パレ…(1 6時-)

• 8 J寺26臼(汚)午後 1時~午後 8時

9月 9臼(月)ノ

く〉金回公民館体育館〈電話31 引 36)

く〉金沼公民銀体事著書室〈電話58--0101)

。衿a公民館体湾銭〈電話55-0239) 

ー開祖種箇 ノYレー(9時 -13時〉、パドミン

トン、卓球(13時 -16時)、バスケット(16

時 ---2()広引、

• 8月 19臼(汚)午鈎 9時~午後 8時

・9fj2SC月) ノノ

・9 fj16沼(体) ノノ

※ 10円分の申し込みは 9月 2119時から



く6)

戸
含
む
パ
ス
テ
ル
材
料
費
)
時
同
州

〔
田
町
の
料
孫
一
@
和
食
}
募
集
M
人

一

マ

講

師

パ

ン

研

究

家

稼

マ
回
程
ぬ
斥
6
B
(
臼

)

、

初

一

子

氏

ほ

か

郡

白
(
日
)
の
2
回

一

円

〉

教

材

費

二

千

円

問

。
時
間
午
前
問
時
1
午
後
1
持
一
③
申
し
込
み
方
法

au

v講
師
平
塚
市
料
淫
飲
食
業
組
一
は
が
き
に
希
望
コ
i
ス

名

開

設

中
日
程
扮
月
1
臼
5
2月
4
5
一

募

集

お

人

合

連

合

会

会

長

水

島

忠

彦

氏

一

枚

に

Z
人
1
コ
i
ス
)
、
住
所
、
一
ら

ま
で
の
間
の
火
曜
日
、
全
自
由
一
マ
日
程

9
河
川
品
臼

t
u月
7
ヨ
一
門
V

教
材
費
二
千
二
宗
門
一
氏
。
也
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
撃
班
一
ぞ

性

a

回
世
間
午
前
均
一
時
i
u時
お
一
ま
で
の
腐
の
土
一
曜
日
、
全
8
回
一
{
へ
ん
シ
j
タ
ン
キ
ン
グ
)
募
集
一
を
記
入
の
う
え
、

8
月
幻
自
一
お

野

丹

1

5

2
午
後
1
詰

分

1

3
一
m

時

間

午

後
2
時
3
4時
一

お

人

一

(

さ

ま

で

に

中

央

公

露

呈

あ

均

時

初

会

一

マ

講

師

平

塚

英

語

商

会

一

副

会

長

一

マ

皐

由

民

汚

お

臼

豆

、

日

一

以

前

ア

塚

市

消

雰

1
m
Z

録

部
マ
講
師
関
東
学
続
大
学
教
授
一
ム
づ
い
判
中
山
田
夫
氏
一
月

6
8
(水
)
、
日
日
(
水
)

9

全
一
上
一
…
一
一
)
へ
o

な

お

、

器

商

品

目

山

間

宗

健

氏

一

マ

教

材

購

買

四

千

三

河

八

十

円

一

3
…

回

一

多

数

の

場

合

は

抽

選

。

翻

轍

マ

教

材

費

一

九

一

白

河

一

動

的

{

護

法

禅

譲

募

集

犯

人

一

務

対
マ
臼
一
禅
問
月
2
臼
(
水
)
、

4
一

伊
国
臼
(
金
)
、

9
臼
(
水
)
、
活
日
一

日

F

(

金
)
・
全
4
回

一

・
持
続
午
後
6
時
1

8
時

一

門v
講
飾
弁
護
士
石
井
幹
夫
氏
一

マ

議

続

東

海

大

学

助

教

授

官

同

一

ほ

か

一

橋

誠

一

郎

氏

一

マ

教

材

脇

田

無

料

マ

教

材

費

五

百

円

一

O
市
渓
ア
カ
ヂ
ミ
i

認
然
撃
の
毅
翠
募
集
部
人
一
言
ガ
}
募
築
鈎
入

マ
日
制
但

9
月
初
日
1

2
月
泣
臼
一
マ
日
程

9
月
時
日

5
U月
初
日

の
毎
週
金
曜
同
司
全
羽
田
]
一
ま
で
の
簡
の
水
磯
臼
、
全

8
g

暢
出
世
間
午
前
ぬ
碍
，
、
J
U
時

一

2

時
間
同
午
後
2
時
1

4
時

マ
講
師
古
典
文
学
研
究
家
小
一
マ
議
出
刷
機
婚
式
健
爆
体
協
開
講
部

野

正

致

氏

一

山

崎

十

三

夜

氏

マ
教
材
費
一
千
八
百
円
一
一
〉
教
材
費
五
百
汚

-定員 20人く抽選〉

材料費 200円

用意する物 はさみ、筆記用立

停申し込み 9 fl20汀(金〉までに花慌はが

きで

i:，'開館時摺 9 時~16時50分

体露母 毎週月曜日、月末

カ博物語手254浅 間 前電話33--5111
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t

f

i

t

1

1

1

1

1

1

1

一
吐

芭

…

宇

hr

…
は

校

営

J
I

校

校

舘

校

校

学

市

寺

館

校

校

鯨

校

館

一

花

岬

仲

畑

岬

伴

恥

?

与

一

二

崎

沖

時

一

郎

農

沢

沢

延

百

ず

盟

国

際

島

島

崎

旺

一

存

太

古

吉

松

念

み

万

海

豊

旭

域

域

間

金

一

液

?
応
募
閣
制
畑
山

9
R
9
B
(月
)
一

一

ア

i
ト

ギ

ャ

ラ

リ

j

応
募
は
、
は
が
き
に
作
品
、
位
一

美
術
館
で
は
、
美
術
体
験
「
ワ
一
に

1
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
、
佐
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
(
勤
務
一
・
美
術
館
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
聞
く
。
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
(
職
一
先
)
を
記
入
の
う
え
、
平
塚
市
役
十
(
零
謡
お
一
一
一
一
一
)

こ
の
講
座
は
、
「
見
る
」
「
時
間
一
業
)
を
記
入
の
う
え
、

9
月
凶
臼
一
所
公
開
問
緑
地
課
(
守
山
山
平
塚
市
浅
一
{
大
河
護
悠
会
展
}
8
月
日
日

撒
く
」
「
造
る
」
と
い
っ
た
体
験
の
一
(
火
)
ま
で
に
美
術
館
(
千
以
平
一
間
同
町
9
i
l
e
内
線
開
…
一
一
五
)
へ
。
一
(
水

)
1辺
自
(
弓
)

問
中
か
ら
美
術
に
親
し
ん
で
も
ら
お
一
塚
市
西
八
婚
1

3

3

・

電

語

一

一

{

第

九

M
Eひ
ま
わ
り
の
会
グ
ル
1

て

と

行

わ

れ

る

も

の

。

一

千

一

二

三

へ

。

一

¥
1
J
dヅ
μ
/
一
ブ
愚

8
2
8
(水
)
会
出

向

A
づ
宮
高
校
生
以
仁
実
喜
一

l

l

j

一

号

屑

H
A
r
d
vよ
一

(

火

)

…
訂
正
ド
一
党
標
語
コ
ン
一
一
A
U一一句一おり日目立弓

…

竿

寝

室

山

暴

露

皇

室

…

タ

j
ル

の

募

集

一

一

安

藤

。

神

奈

川

〕

2
4日
(
ホ
)

地

マ

臼

担

保

問

山

月

初

日

(

日

て

お

一

一

・

ひ

ら

つ

か

市

民

プ

ラ

ザ

(

電

語

一

1
m呂
(
火
)

輔
自
(
土
)
、
幻
司
(
臼
)
一
緑
と
花
の
大
切
さ
、
?
ば
ら
し
一
一
ω
i六
一
一
一
一
一
九
)
一
門
平
塚
市
写
真
連
盟
加
関
川
茸
記
念

子
山
慌
た
ち
の
つ
i
ク
シ
ョ
ッ
プ
@
時
間
午
後
1
汚
1

4
持
一
さ
を
考
え
て
も
ら
う
緑
化
襟
議
コ
一
{
平
塚
新
進
気
鋭
強
美
術
展
}
8
一
間
学
平
塚
一
再
発
見
}
9月
れ
臼
(
水
)

i
l
l
i
t
-
-
i
j
i
i
l

一
マ
議
総
絵
百
六
獲
一
一
一
吉
上
倒
邦
一
ン
ク
ー
ル
の
一
一
作
品
を
募
集
す
る
。
一
対
話
尽
(
木
)
ら
お
日
(
火
)
一

5
u
a
(火
)

ー

ー

i
J
一

介

氏

一

審

っ

て

ご

応

募

を
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一

濁
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ポ
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タ

ー

B

作
文
明
堕
芳
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一

一

人
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人

人

人

人
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一

三

被

援

ギ

ャ
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T
5
0
0
0
0
5
5
3
5
5
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マ
定
員
お
人
(
繍
選
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一
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テ
ー
マ
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化
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対
す
る
意
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品
展
〕

8
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木
)
4
3幻
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一

日
日
H
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一

芸

造

形

ふ
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イ

メ
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一

識

が
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ま
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も
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害

誌
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木

…

(

火

〉

一

@

中

央

公

民

館

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

…
前
後
笠
間
投
前
後
一
則
前
前
一
一
ジ
を
む
霊
山
三
一
「
く
す
の
き
い
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市
民
の
花
「
な
で
二
有
雅
掬
ふ
た
つ
む
り
ム
局
窓
一
(
電
誇
吋
|
二
一
一
一
)

J

午
主
主
ム
ー
午
午
午
午
一
一
マ
目
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一
ぬ
月
3
臼
inu月
7
B
一
レ
と
が
広
く
紹
介
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き
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一

8
月
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山
門
口
(
木
)
1
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3
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)
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忽
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…
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、
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po持
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①
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②
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藤
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岡
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(
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験
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書罷48守空費
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の
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聞
の
火
縫
臼
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全
日
回

・
時
間
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後
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待
部
分
1

3

Y

1

褒
の
と
お
り

ぬ

分

一

マ

臼

種

山
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月

1

3
月
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江
田
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す

る

。
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務
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評
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丸
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一
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時

1
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後
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む

}
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集

一

雄

氏

ほ

か

一

午

後
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1
時
ぬ
分
3
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お
分
)

初

人

一

マ

受

講

料

…

万

一

千

円

(

念

日

一

一

〉

受

講

料

一

万

一

千

円

(

教

材

マ
日
穆
お
月
ロ
白
5
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お

日

一

四

分

)

一

費

は

刷

出

)

ま
で
の
潤
の
土
曜
日
、
会
出
ニ
私
た
ち
の
総
務
}
募
集
犯
人
一
@
申
し
込
み
方
法

e

時
間
午
前
羽
一
時
1nu時
お
分
一
マ
日
程
日
月
初
日
目
3
月
町
四
臼
一
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
名
、
住
…
一
}

マ
議
日
間
一
冗
中
央
公
論
れ
編
集
局
一
ま
で
の
問
問
の
木
曜
臼
、
全
波
留
…
所
、
氏
名
、
年
齢
、
融
制
業
、
電
話
一
一
幸

次

長

選

島

政

雄

氏

一

・

時

間

午

後

1
時
総
分
f

、
主
将
一
番
号
を
記
入
の

~2ス、

9
月
5
日一一

マ

受

講

料

一

万

内

(

全

ぬ

四

分

)

一

お

分

一

(

木

)

ま

で

に

市

民

セ

ン

タ

ー

一

一

嘩

門
家
数
約
人
間
聞
を
怒
る
}
募
集
お
一
マ
講
師
文
芸
評
論
家
清
原
康
一
(
平
総
平
塚
市
見
約
町
山
j
l
、

人

一

正

氏

一

議

託

m
m
i
一
一
一
二
一
一
五
)
へ
。
な

マ
日
程
ぬ
月
8
日
1
3
汚
山
内
包
一
門
v
受
講
料
一
万
二
千
円
(
全
口
一
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
般
選
。

合オワヱンテーリング数芝草

2、 5人が 1グノレ ブとなり 、 地 闘 と 踏 む

を捜いながらポイントを探してみる。

命日除雪 8 J-]25日 〈日) 9 伝手べ 12Bト~

-会場総合公開

定政調子〈親と小学 3年生以下〕組、小

学生〈小学 4~6 た)組、中学組合計

30絞i<失=毛雪A踊〉

テキスト代 150円

用意する物筆記用具、時計

"開輯時間

火~二土曜日 9時寸i時 30分

〈汀曜日のみ 9 時~17時〉

休憩母語遇Il曜

会事智少年金輯

千主間町12 電話32---7029

づ;ト)

縦夏休み期間 (-~B 月 31 日)

官出輩、参考 室

火 ~ 木 瞳 日 9 時~17時50分

金曜日 9 時~18時 50分

七日曜日 9時時50分

こども室

火~日曜とI 時~，16時間分

合体舘日 毎週月曜日、月末、 9月10F~ (館

内消毒〉

合関醤摺本館

〒2~)4境問町12 篭話31--0415

す号害総&こコーナー f教湾資料展j

鞍i持出σJイ共たちの生活を物語る資料や、

当時の教科書などを展示する。トー 9月 17日)

す体数学滋塁獲王手5!皇室を作ろうJ
手作りの足陳平見盤を懐い、空とプラネタ

リウムで星や呈E廷を学習する a

命日時 9 FJ28日〈七)持~19時

罰金場博物館料学教室

合援を5!る会 rJ:の喜重獲に綴しもうj

望遠鏡ぞ留って、重の夜の翠を親察する。

巻加自由

臼時 8月 17日{土)、 24日(ゴ二〉の18時四

分 -20時、議りのときは中止

e 会場博物館毘 t

合理安芸高会

。8月ヨ(日) 10時、時、 3階 ホ Jレ

21:5ナ
大切な稲む

らを嬬やして危酷を知らせ、村人を救出する

話。安政元年目丹、奈己Jli広村でむ実話。

「木清芭つるし 20クテ
i¥2J 8~25自{日) 10時、日時、 3摺ホーJv
「三ねん寝太郎 43分

怠け者などといわれた寝太郎が、村のため

に大きな仕事をしたという話。

<@9.R15認(詔)10時、時、 3機 水 ー ん

「おじいちゃん元気になって;分

動物好きの心揮しい少年と、がんとなおじ

いさんとの心のふれあいを描く a

カピデオ軽乗E題会
母 9!'l1S (日) 10時、日時、 3階ホーノレ

「浦島太郎jiねずみの瞭入り Jr舌明りすず

めJiちから太 郎 50分

母 9fヨ8日 (扇) 10時、 日時、 3芦著者ホール

「とぷとりじいさんJfものぐさ太郎桃太

郎 jr控じぞう 50分

合開館時鱒

火~日曜日 9 時~16時部分
(金曜日のみ貸出窓と害考室は 9 時-~18ß 予



務 4 8守軍手

ーで受廿られるが、 4裁までに終了

することが望ましい。

韓開業医、病院で接閣を。接種日は

医師とご相談を。

轄料金額料

購保険夜、母子韓鹿手棋を持書

覇前期(妊娠 6か月までの方〉

9月 2日 午 挫 1時30分 -4時

妊賑中の体の変化と過ごし方、妊

婦体操

9 月 9 日今後 1 時30分~'4 時

お母さんと諒ちゃんの歯の楕生@

お産自草稿と蔀ちゃんの育て二万

9月初日 今前日時30分~午後 2時

妊掘中と産後の栄聾〈調理実習と

昼金試貴)

醸接期〈妊艦 8か月以降の方)

9月 24日今後 1時 30分 -4時

お産白進み方と産後の過ごし }J.

呼吸法

lOH 5日午前 9時 30分 -11時以)分

誹ちゃん白おふろ(実習〉、お文百さ

んも一緒にどうぞ

翻会場探韓センター

覇主治医の許可を得てからと幸加を

審議母子鍵騎手帳、筆記則具{全日程

共通〉、スラックス (2Hと24日〉、

子ふきタオル(20F:lと 5n)、エプ

ロン、三角布 (20[1)を持事

平成3年 81'弓守を5Eヨ〈ア〉

盤 対 象 百 円 せ き の 予 防 接 種 を 畳 け

る必要のない乳幼児

・第 1期 3か月以上§議未満白乳

幼児。 3週間から 8遊間心開舗で

3回受ける。

ー第 2期第 1期の 3国自由接撞臼

から Z年以上 1年 6か月以内に l

田空間る。

醐 接 種 方 法 市 民 楕 院 ・ 共 欝 病 院 自

みで年間を通じて接種できる。接

種目は記長師とご相談を

観料金無料

纏保段差正、母子檀廉手帳を持事

覇対象乳幼児

護費相説日 毎週水曜日

臨時間今前 9時30分、 10時 30分

盟会場保鵠センター

盤内容体?主制定、栄議、病気、背

て方、予間接揮のごとなど

犠母子憧鹿子植を持参

額欝 1潮対象は 3か月以上 4諜未

満の乳幼児。 3週間から 8遇聞の

間需で 3回受ける。

髄露 2期第 1期の 3[ciJ日む接種目

から 1年以ヒ 1年 6か月以内に l

[<:>]受ける。 5揖 6か月に達するま

山
川
創

出

村

の

さ
巴

-〉
血

肌

明

審

不

用

品

登

詩

情

報

は

、

地

域

づ

く

り

用

)

、

羽

毛

敷

品

問

、

ホ

!

時

別

吋

鎗

一

時

F

課
市
民
生
活
課
(
内
線
一
一
六
二
)
へ
o

ナ
、
シ
M

ワ
付
き
洗
面
台

~

ト

即

時

噛

ぃ

O
輯
り
た
い
物
ド
レ
ッ
サ
ー
、
物
心
購
っ
て
思
し
い
物
ベ
ビ
]
ベ
ー

時

ン

本

じ

琴

J

讃
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
、
提
会
話
カ
セ
フ
ド
、
ベ
ピ
!
一
フ
ッ
ク
チ
ェ
ア
i
、
-

ー

抗

帳

シ

、

ト

テ

ー

プ

ヨ

苦

(
3
揖
ら
小
学
生

l
J
f
ャ
リ
ー
、
女
F
衣
類
(
川
t
L

暁

憧

ヂ

ラ

1
-

午
保
麗
プ
児
一
み
な
さ
ん
の
こ
協
刀
で
同
問
い
合
わ
せ
用
)
、
小
学
校
教
科
別
辞
典
、
裂
し
い
灯
)
、
男
子
衣
頴
(
山
間
H
J
M

七
、
チ

寸
易
岬
歯
持
問
一
が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を
い
た

Z

了
世
蒐
語
本
、
ぶ
ら
さ
が
り
管
室
、
ル
ド
ン
1
ト
、
食
事
用
子
供
い
す
、

骨
骨
舟
具
↑
仕
上
一
た
い
た
と
き
に
は
す
て
に
決
ま
っ
て
い
オ
ブ
ロ
ー
ド
オ
ー
ト
バ
イ
、
ア
ゴ
i
デ
転
車
(
荷
台
付
室
、
男
子
山

額

盤

轍

f
一
る
物
も
あ
る
の
て
、
ご
f
棋
を

2

オ
ン
カ
ー
テ
ン
(
ベ
ー
ジ
ュ
、
半
開
(
時

jsm勺
)
、
小
恕
ミ
シ
ン

た
め
身
体
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
い

あ
ら
わ
れ
、
特
に
脇
の
下
や
股
引

な
ど
、
こ
す
れ
る
部
分
に
で
き

や
す
い
。

ム
同
然
に
治
る
こ
と
も
あ
る
い

伝
染
性
軟
経
題
、
俗
に
か
水
が
、
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る
場
…

ぺ
い
ほ
u

は
デ
供
に
よ
く
み
ら
れ
合
が
苦
い
の
で
、
一
般
約
に
は
い

レ
る
伝
染
性
の
い
ほ
で
、
伝
染
性
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
徐
と
す
一

ぺ
軟
麗
麓
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
発
生
る
の
が
由
民
い
。
除
去
後
、
消
寿
一

い

す

る

。

し

て

お

け

ば

ほ

と

ん

ど

あ

と

を

ホ

大
き
お
は
ア
ワ
粒
か
ら
ア
ズ
残
す
ζ
と
は
な
い
。

キ
殺
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
半
球
状
な
お
、
抽
唱
え
て
か
ら
で
は
処

の
中
央
に
小
さ
な
く
ぼ
み
を
持
讃
か
大
変
と
な
る
た
め
、
早
田
叶

っ
て
い
る
。
皮
勝
と
向
じ
色
を
に
専
門
医
で
受
診
す
る
必
要
が
い

し
て
お
り
、
水
を
持
っ
た
よ
う
あ
る
。

な
光
泌
が
あ
り
、
強
く
つ
ま
む

事J=!27溺{会〉
午後 7時停害額

会場市民センター

ー出演者指揮岩域宏之、ピアノ清水和音

m 鵡 Eヨ チャイコフスキー交響曲第 6議官、恰

ラフマニノフピアノ協饗劇第 2番外

ー入場料 S席 6，000円、 A席 5，500内

*車電務券 市民セン主ーで発売中

・界有い合わせ 市民センター窓口昌32-2235 

1刷

潟時

-公選への商品等のはみ出し陳

列や自動駁売機の不法設重量は

やめよう

・歩行者の通行に大変危致、衡

の美綴もそこねている。不法

を苦午さないよう、市民のみな

さんのご協力を

平塚署審要韓議、滋路管支盟縁、交i騒音量当社務



号
古
川
で
は
、
緑
を

f
増
や
す
た
め
生
け

垣
の
設
援
を
一
奨
厳
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
住
宅
の
生
け
摺
一
や
植

木
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る

の
が
呂
に
つ
き
ま
す
。

伸
び
た
校
は
信
号
や
標
識
を

見
に
く
く
さ
せ
る
な
ど
、
僚
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
緑
も
、

持
と
し
て
交
通
安
全
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

(
閥
之
窓
細
野
一
ニ
部
さ
ん
)

緑
は
、
私
た
ち

一
お
答
え
一

の
一
生
治
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
芹
」
し
く
れ
る
貴
重

な
財
産
で
す
。
市
で
は
、
緑
を

守
り
、
創
り
、
育
て
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
生
け
議
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
!
、
紡
犯
灯

娼
一
薮
穏
に
助
成
金
を
出
し
て
い
が
見
に
く
く
な
っ
た
り
、
暗
く

る
の
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
な
っ
た
り
し
て
安
全
が
損
な
わ

し
か
し
、
ご
質
問
の
と
お
り
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
貴
重
な
縁

伸
び
た
校
に
よ
っ
て
信
号
、
様
も
管
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
交

(8) 平成3年 81'晋守 58

教
育
霊
員
会
て
は
、
公
民
館
館
内

外
の
清
捕
や
、
職
員
不
花
時
の
留
守

番
な
ど
を
し
て
い
た
た
く
管
理
人
を

募
集
す
る
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
佐
ま
い
の

満
印
揖
以
下
心
女
性
で
、
配
偶
者
と

桂
み
込
み
が
で
き
る
方

マ
勤
務
場
所
語
習
公
民
舘

マ
手
当
月
額
三
万
九
千
円

マ
管
理
人
安

6
骨

(
2
空)、

4
-
5
畳
、
台
所
、
描
室

マ
人
居
日

9
月
日
日
(
日
)

応
募
さ
れ
る
方
は
、

8
月
出
口

(
土
)
ま
で
に
勝
股
奮
を
社
会
教
育

課
社
会
教
育
部
(
内
線
五
二
四
)
へ
。

誌報ひらっち、

{
輯
膏
一
T
j
プ
殴
審
づ
く
り
議
澄
金
〕

マ
日
程

9
月
3
日
i
u月
出
日
の

垣
週
火
曜
日
-
全
日
目

・
時
間
午
後
1
時
加
分
1

3
時
却

込
J，A

フマ
定
員
知
人
(
先
着
順
)

第 48寸呈苦

{
自
事
草
壁
審
議
議
留
金
)

マ
円
相

9
月
9
日
(
月
)
、
日
日

(
ホ
)
、
回
日
(
水
)
、
却
日

(
月
)
、
叩
H
7
H
(月
了
全

5
m

e

時
間
午
後
1
時
3
4
時
加
分

守
定
員
却
人
(
先
著
明
)

{
点
字
韓
輔
自
金
〕

マ
日
程

9
円
け
口
日
3
拍
月
8
日
の

樟
週
火
曜
日
全
4
白

9

時
間
午
挽
1
時
間
分
3
3
時
却

分マ
定
員
加
入
(
光
省
順
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
塚
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
お
i
二一一

二一一一一)へ。

相
横
川
の
防
櫛
対
象
氾
撞
昨
日
十
域
担

が
建
設
省
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
は
土
地
利
用
計
画
や
建
築
計

画
の
作
成
、
洪
水
時
の
水
防
活
動
や

避
難
対
策
な
ど
白
書
考
と
し
て
利
掃

し
て
い
た
だ
こ
う
と
作
成
し
た
も

の
。
田
県
事
業
対
東
宝
(
内
縮
四
一

五
)
で
配
布
し
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

平
塚
市
母
親
ク
ラ
フ
連
絡
会
で

は
、
ひ
と
り
語
り
で
有
名
な
林
洋
子

ぢ
ん
を
招
き
講
損
金
を
開
く
。

マ
日
時

8
月
訂
日
(
火
)
午
後
1

手

o
r
i

昨

3
9
1

マ
会
場
青
少
年
会
館
集
合
室

マ
内
容
(
請
躍
と
白
色
ぷ
の
品
り
)

・
い
の
ち
の
持
ち
場
私
の
場
九
日

e

宮
沢
賢
治
作
「
よ
だ
か
の
皐
」

マ
問
い
合
わ
せ
先
青
少
年
諜
育
成

係
(
内
錦
七
ム
ハ
↓
一
)

関
空
法
輪
組
援
を
開
聞
く

V
日
時

9
月
7
日
(
土
)
午
前
9

時
四
分
3
日
時
却
分

守
会
場
県
農
業
会
餌
(
駅
南
什
〕

7
講
師
露
芸
研
究
家
汗
木
幸
雄

氏マ
内
庁
骨
秋
支
き
持
γ
花
、
秋
植
え
球

根
の
作
り
ん

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
鼎
盟
主
制
刊

誌
コ
ナ
!
(
肘
農
業
会
館
内
電

話
回
j
O
E
九
-
一
一
)

ヤ
日
程

8
月
訂
日
3
9
月
即
日
の

揺
週
火
勾
金
曜
日
・
会
8
侶

恥
一
時
間
午
後
6
時
3
8
時

マ
会
場
市
投
所
B
会
議
室

マ
定
員
却
人
{
先
着
順
一

マ
申
込
先
福
祉
総
務
課
更
生
福
祉

係
(
内
線
二
一
一
二

平
成
3
年
度
手
堵
市
鞍
没
者
-
戦

災
殉
難
者
追
幅
式
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

9
月
6
日
(
金
)
午
後
。

時
5
受
付
、
ー
時
却
分
1
開
式

守
会
場
市
民
h
u

ン
タ

マ
問
い
合
わ
せ
先
制
全
課
行
即
日
附

ヘ
内
線
一
二

C〉

脇
陣
{
理
軍
務
ハ
イ
キ
ン
グ

ベ
ル
ク
ク
ラ
フ
で
は
、
身
沖
に
搾

U
I

い
の
あ
る
方
て
ハ
ノ
キ
ン
グ
に
吾
川

さ
れ
る
力
と
そ
の
ホ
ク
ン
一
ア
J

ア
そ

募
襲
す
る
。

V
期
日
四
月
幻
口
一
日
~

マ
コ
ー
ス
小
田
原
駅
仙
打
悼

大
溝
谷
一
神
山
駒
ヶ
岳
箱
根

小
田
原
駅

hv
募
集
人
員
(
費
問
一
附
問
hh

口
の
あ

る
ん
町
人
(
摂
料
)
、
ホ
一
フ
ン
一
ア
イ

ア
白
人
(
土
下
八
百
円
、
白
域
以

ド
の
力
は
七
千
五
百
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
楢
祉
総
務
課
更

生
福
祉
保
(
内
線
一
一
一
二

文
部
省
で
は
、
義
務
教
脅
就
学
諜

棺
時
に
病
弱
、
発
育
不
全
な
ど
の
理

由
で
就
学
で
き
な
か
っ
た
万
に
吋

し
、
中
学
校
本
業
棺
涯
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
認
定
試
験

を
行
一
つ
。

な
お
、
合
格
さ
れ
た
方
に
は
高
等

学
校
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
る
o

v
受
験
で
き
る
万
平
成
4
埠

3
丹

田
臼
ま
で
に
日
結
以
と
に
な
る
方

守
試
験
日
日
月
8
日
(
金
)

守
合
唱
神
奈
川
県
立
第
…
一
教
育
セ

ン
タ
ー

』こ

重
G 
て

霊
ず
の
て 持ち主i草、迷惑がかからぬよう管潔して

通
安
全
、
連
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
庭
木

に
つ
い
て
は
、
道
埼
ハ
ト
ロ
ー
す
。

ル
中
に
道
路
に
校
が
伸
び
て
遥
(
交
遜
安
全
謀
、
道
路
管
護

行
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
持
ち
珊
師
、
公
詔
緑
地
諜
)

主
に
切
り
取
り
を
お
願
い
し
て
揖
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

い

ま

す

。

お

気

軽

に

広

報

諌

広

聴

係

(

内

市
で
も
、
街
路
樹
な
ど
が
湧
線
一
一
一
五
五
)
に
お
寄
せ
く
だ
さ

行
に
支
揮
の
な
い
よ
う
定
期
的
い
。

Uv
品
験
科
H
巾

γ
牧
山
出
品
川
川

会
、
数
学
、
別
問
料
、
災
J
A

マ
願
議
交
付
期
限

9
H
4
日
(
ー
不
)

マ
受
付
先
神
京
川
県
教
お
討
委
民
会

持
U

在
日
目
山
教
育
深
(
一

。

)
こ
う

湘
南
地
医
院
光
臨
興
協
議
会
て

は
、
湘
南
観
光
め
ノ
¥
り
と
題
し
、
今

回
は
長
寿
の
間
y
e

一
ム
片
品
々
な
少
い
て
み

る。マ
期
日
日
月
初
日

(H)
午
前
9

多

3
nn 

マ
コ
ー
ス
宮
小
品
子
校
諮
妻
山

公
閣
一
官
海
岸
(
地
引
会
網
・
同
吹

雪、
J

重、マ
募
築
人
員
一
日
間
i
l
人
(
抽
選
)

マ
参
加
費
い
へ
人
一
千
円
、
中
学
生

共
F
一
子
守

i

f

F

 

7
申
込
期
限

9
H
U
日
(
金
)

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
は
が

き
に
害
加
容
れ
る
万
全
員
の
注
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
一
一
宮
町
役
場
経
済
諜
高
工
観

光
保
(
字
国
山
一
再
町
二
宮
九
六

一
w

電
話
百
一
一
-
一
)
)
へ
。

一
扇
綴
コ
ン
ク
i
ん
が

軍
塚
庄
舗
コ
ン
ク
!
ル
に
応
募
さ

れ
る
市
内
の
小
売
活
安
募
集
し
て
い

る。中
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
諒

唱
し
て
い
る
こ
と
①
市
内
に
お
い

て
1
年
以
上
物
品
関
売
業
お
よ
び
飲

食
サ

7
ピ
ス
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

③
資
本
額
が
一
千
万
円
以
下
の
法

人
、
ま
た
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員

が
出
人
以
下
の
法
人
お
ふ
び
個
人
③

過
去
3
年
間
受
灯
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と

V
応
募
期
限
8
月
四
日
(
月
)

マ
応
募
先
高
工
課
商
業
部
(
内
線

五
回
八
)

一一アニス
a

水
泳
教
笈

{
婦
人
テ
ニ
ス
(
硬
式
)
教
室
}

V
H
担

四

月

2
日

s
u月
4
H
の

躍
週
水
曜
日
・
全
日
山
間

・
時
間
午
前
日
時
1
午
後
1
時

マ
会
場
総
合
公
閣
テ
ニ
ス
コ
l
L
2

7
定
員
却
人
(
抽
選
)

守
幸
加
費
七
千
円

マ
申
込
期
限

9
月
四
日
(
水
)

{
婦
人
水
誌
教
室
}

V
日
程
刊
月
2
日
1
日間円
4
日
の

毎
週
水
曜
日
・
全
日
回

手

男

二

号

O
手

1
2
字

ロ
ル
芦
守
自
l
u
μ
f
1
1
3

7
会
場
総
合
体
育
館
損
水
フ
!
ル

サ
定
員
胡
人
(
抽
選
)

マ
書
加
料
八
千
円

マ
申
込
制
限
9
パ
閉
口
(
ル
小
)

申
し
込
み
は
、
い
す
打
も
行
川
況
は

か
き
に
杏
加
dm
空
教
干
犯
、
出
所
、

氏
名
、
年
齢
、
屯
午
品
話
可
を
記
入
心

う
え
、
神
奈
川
県
体
育
協
会
ヱ
ャ
日

横
浜
市
神
奈
川
以
ツ
民
間
町
3

l
'
電
話
。
四
五
一
二
一
…
!
O
六

へ。

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
ソ
E

(

安
田
好

託
親
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
一
基
盤
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
ギ
ャ
ラ
リ
委
員
会
企
雨
模
}
8

月
初
日
(
火
J
3
9
月
3
H
(
火
)

〔
盤
品
百
日
間
}
9
月
3
日
(
火
)
3口

「
け
(
火
)

街
並
ギ
ャ
ラ
リ
(
戸
埠
郵
憤
局
)

…
一
八
会
写
楽
毘
}
8
月

I

H

F

木

)
i
m臼
(
ム
エ
)

マ
日
韓

9
月
S
E
(
木
)
3日
月

M
日
(
木
)
ま
で
の
間
の
四
日
間

e

時
間
午
前
日
時
日
汁
'
!
?
午
後
。

予
5
子

時
附

1
ム
ん
ア

守
会
場
県
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
実
習
室
(
梅
麗
デ
ハ
!
ト
9
階
)

ヤ
定
員
印
人
(
先
着
網
)

中
内
容
生
活
で
き
る
子
を
ど
う
育

て
る
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
教
育
の
す
す

め
ほ
か

マ
申
込
先
県
沼
埠
消
脅
生
活
セ
ン

タ
ー
(
電
話
泣
問
。
九
五
)

あたたかい
号、社

会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
J

ア
の
助
成
な
ど
に
世
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会

(

電

話

回

へ

D

V
社
金
構
祉
基
金
へ

q

持
永
小
品

五
万
円
、
山
人
会
e

伊
藤
vk
光

作

千
円
、
鈴
木
棺
校
一
手
川
、
山
内

川
梓
e

J

リ
内
問
一
q

つ
く
し
何
点
目
叩

米
政
例
制
介
所
守
活
持
い
町
“
l
M
e
間
水

椋
次
郎

om
一
ん
円
、
直
木
担
介
@

関
戸
京
一
J

符
五
千
円
、
コ
i

フ
か

担
が
わ
山
之
…
円
民
組
A

円安心一
H
A
4

八

下
円
、
遊
叫
ん
ム
湘
南
主
部
九
ん
間

千
七
円
円
、
M

生
野
み
よ

r
T
r
H

E
f
門
、

F
塚
韓
踊
主
能
連
合
会
-

A

山
下
日
ふ
聾
踊
連
ん
H
A
ι

九リ

H
円、

宮
内
静
子
任
十
万
円
、
朝
日
生
命

労
働
組
合
'
職
員
労
働
組
台
八
万

円
、
出
陣
ソ
ロ
フ
チ
ミ
ス
ト
d

単

一
十
万
円
、
日
本
皐
月
協
会
下
塚
支

部
コ
一
万
四
百
一
一
一
4
1
七
円

マ
笠
通
捜
潔
へ

e

内示品不

円

敬称略

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
(
見
度
百
体
育
館
内
e

電
語
お

!
O
一
。
一
一
)
へ
の

マ
ス
ポ
ー
ツ
謹
興
基
金
へ
・
手
塚

マ
マ
さ
ん
パ
レ
i
ポ
!
ル
協
会
一
一

万
円
、
柳
川
康
墾
八
fr
五
十
円
、

四
之
宮
自
治
会
連
合
会
二
万
円
、

出
中
靖
夫
五
千
円

事
K
J
z
v
y
r
/毎

H
L
J
V
叫

糊

ど
点
、
パ
庁
議
〆
樹

み

J
ま
/
M
Y

問
い
合
わ
せ
は
、
陸
公
開
緑
地
課
緯

政
保
(
内
錦
五
九
)
へ
。

す
み
ど
り
募
金
へ
・
七
夕
ま
つ
り

出
活
者
一
間
五
十
万
円
、
パ
ー
ク

サ
イ
ド
平
壕
自
治
会
六
百
円

犬。

県動物保護センター(電話58~3411)

では、やかを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫を引き取っている。

当日、利用される方は印鏡、犬む鑑

札、注射梼菜、愛犬手輯を持書していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

間。

なお、犬、結について白苦情、相談や

野犬の擁護依頼も向セン芳一へ。

[8月26日{丹)1 9 ‘ 50 
8 : 45 I日神田公民鯨， 10: 10 
9 : 05 大野公民館 10 35 
9 令部調賀公民鵡 11予 05

10: 55 吉沢公民鶴 [9月
[ 9月 7釘 {二乞)] 14: 20 
9 : 05 横内公民館 : 14 50 
9 : 30 畳田公民館 : 15 15 子

。お緩

81117H 

(二主) 1 O~.手

~15時ダイク

マ平単俗、 9

I'l14ll (と〉

10時~15日時30

分紅谷ノト→Jレ
口ド

く〉ご綴ブヲありがとうごさFいました (7汚)
を投手示室可を

東海太学、日産車体、 r!f]製作所、平塚ライオンズ

クラブ、Jl.領ヶ台高校、殿内一1:業、経済述、ザンラ

イブ五女距b殺 (ι.( イドのみ}

敬称略

かく杯 のみだ信] し安かはて 説家審議民 膏た りに腹ま しでか中
らょに中まつつ今たに会、い 門議議 議議畿 い こ 今 始 入 が も と て や り で M
なくなのしたたの。なく M る 麟鱗鰯l~ 顔とまめり痛な号いるしす君
い寝つ M だこ後 M つわ者姿 役場拡議統音1切欝法2をのでま、いく:2まのて，"¥喜
子てて者七ろ、君 主か札を的り場~週間;しな丈し学 がしでい/、男
だブいはおの M の キ自ら f可自 主当家』ど~ブ略綬?点 てか夫た校と朝五たおてさ
つあれ、母様替状 談ずが子 f一一，( .，.ζふぐ おつで。にいに全ε 。母、い人
たまば押さ子が態 に、起戸袋職容器為政vr_l，議総緩た病 行つな生 さ f可時界
と む お腹んを亦'oE 来とこ立。線鶴姦路側磯怒鍔 をば気 〈てるに んでか第
い手とさの鶴ちー らでつ母…......'..，............ョ← 符君主 のトとな はもらの
うのなえ記いや通 れもたさ d埼弘片描器拡 E輯恥さがつ をイ「つ 安♂[し主主
こかし一億てんり ま 不の ん家 轟蓄 ささ 轟 3認轟産禁滋え、し 渋レおで 心人つん

奮起ζ3警告 物-豪語 曳国醐拶 挙後奇襲Z

日 間M 妻都~琴諒?繍悶:拡535" 妄えれそ主昨日h さ
ない王手、君。でてあ供見れの くそ在うんすも用 J惑わすまし

25完雪美 さ雪空主主雪量 iまく安てて 雪在参集長。重信長主著芸え
しらに 一人いわ定人まなを らおピを者 J惑さしこ、 M

さ雪量雪皇 き示実在宅言受章ヵ:主君主こぎ喪主主雪jL5言 語読さ主童書
か と づ分界 に さ 綴 る い、年ノJ、い手いのだてでいんして媛 かて tcほさど
。 し けのに 恕コにた う学に学良が こ様 し、姿にた、か っ とんう
た、存入 わま手め 伊j校な校いか dlこ まただとの自痛 た家まんのも
の振在る れとをに がにつの子かあ、 いだっつで分い よのたど手良

十
七
位
紀
末
か
ら
ト
八
世
紀
末

ま
で
の
時
一
に
膨
ら
れ
た
青
山
出
金
統
制
は
、
庚
申
の
石
塔
ば
か
り
で
は

と
い
う
の
は
、
「
陀
課
税
尽
(
だ
ら
な
く
、
六
十
行
ご
と
に
行
わ
れ
る

に
)
集
経
い
に
よ
れ
ば
、
腕
が
凶
庚
申
講
の
掛
け
較
に
も
績
か
れ
て

本
、
慢
が
一
二
つ
で
、
鬼
の
上
に
立
い
ま
す
。
後
申
議
で
は
、
夜
、
隈

ち
、
一
一
人
の
説
子
と
四
人
の
夜
叉
番
に
務
め
る
宿
に
集
ま
り
、
こ
の

を
連
れ
、
績
は
怒
り
、
鎖
に
は
ど
轄
を
掛
け
て
欽
食
し
た
り
、
さ
ま

く
ろ
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
ど
く
ざ
ま
な
話
を
し
た
り
、
ま
た
は
傘

ろ
の
嘗
飾
り
を
し
た
像
と
説
か
れ
講
な
ど
と
い
い
、
掛
け
金
を
し
て

て

い

ま

す

。

品

閣

傘

を

翼

い

、

当

白

く

じ

引

き

を

庚
申
塔
の
青
白
金
問
像
は
、
す
し
て
当
た
っ
た
人
が
も
ら
え
る
と

べ
て
が
こ
の
経
典
巡
り
に
彫
ら
れ
い
う
こ
と
も
し
て
い
ま
し
た
。

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
平
塚
で
博
物
館
一
一
階
の
「
信
仰
と
娯

は
六
本
紛
の
像
も
あ
り
ま
す
。
手
楽
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
庚
申
講

に
は
側
、
宝
珠
(
ほ
う
じ
ゅ
)
、
の
道
真
と
脅
積
金
剛
が
播
か
れ
た

弓
、
矢
な
ど
を
持
っ
て
い
ま
す
掛
げ
斡
が
醇
開
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
、
手
が
何
本
も
あ
る
こ
と
か
(
博
物
館
主
任
学
芸
員
小
川
直
之
)
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